
 

（ 計 画 名 ） 岐阜区域建設計画 

（策定主体） 岐 阜 県 

（地域の課題） 

○中部圏との広域的な連携を視野に入れ、交通ネットワークの一層の整備を図

るとともに、既に整備された中部国際空港等の社会資本を活用し、企業誘致

や観光･交流産業等の振興を図る必要がある。また、経済環境の変化に対応

して、次世代産業の育成や既存産業の高度化を図ることも重要である。 

○人口減少や高齢化等の社会経済の変化に対応していくため、各都市の状況に

合ったまちづくりを進めていくことが重要な課題となる。また、防災、防犯、

バリアフリーなど安全で安心して暮らせるまちづくりも求められている。 
 
（計画の概要） 

(1) 中部圏との連携を重視した産業振興 

○東海地域を一つの経済圏として捉えた「グレーター･ナゴヤ」の統一ブラン

ドのもと海外企業誘致に取り組むなど、企業誘致を推進する。 

○商品企画力、技術力、販売力等の強化やブランド力の向上など、産業の基幹

を支える中小企業支援を推進する。 

○ソフトピアジャパンやテクノプラザ等の各プロジェクトを推進するととも

に、ベンチャー企業に対する支援を推進し、新産業の育成を図る。 

(2) 「美濃路」の観光振興 

○愛・地球博を契機として向上した知名度や空港、道路等の社会資本を生かし、

県内各地や中部圏との連携のもと、国際観光や広域観光を推進する。 

○地場産業等が持つ観光資源としての魅力の発掘等により産業観光を推進す

るなど、観光の魅力づくりを推進するとともに、イベント･コンベンション

の誘致を推進する。 

(3) にぎわいと潤いのあるまちづくり 

○高齢者等をはじめ、多くの人が安全で安心して暮らしやすいよう都市機能を

集約するなど、各都市の状況に合った「にぎわいと潤いのあるまちづくり」

を、地域住民、まちづくり団体と一体となって推進する。 

(4) 交通ネットワークの整備 

  ○東海環状自動車道西回りルートをはじめとする道路の整備を進め、人、物、

情報が円滑に流れる総合的な道路ネットワークの形成を図る。 

  ○鉄道駅等のバリアフリー化を進めるとともに、輸送力増強や所要時間短縮を

図るため、ＪＲ高山本線と太多線の複線電化の実現に向けて検討を進める。

  ○中部圏と首都圏、近畿圏との交流や連携の一層の強化につながる中央新幹線

の実現に向けて検討を進める。 
  


